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機能の概要
説明: Spend Analysis 向け SAP Ariba Buying and Invoicing とのデータ統合の強化

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ロータッチ/容易

グローバル

アプリケーション/Spend Analysis Spend Analysis 展開リーダーに連絡して、最善のデータ
統合アプローチを決定してください。

この機能は、現時点では、複数の子 Federated Process 
Control レルムをサポートしていません。

Buying and Invoicing から Spend Analysis への現時点での
データロードでは、エンリッチメントのための重要なフィール
ドの一部がロードされません。状況に関係なくすべての
データが送信されます。また、データロードごとの差分ロー
ドであるため、エンリッチメントサイクル中のサービスレベル
契約の検証が困難となっています。 そのため、展開リー
ダーがデータロードを手動で制御し、不足しているフィール
ドを組み込む必要があります。

Buying and Invoicing の Spend Analysis へのロード機能
が強化され、購入申請の状況および購入商品分類が含
まれるようになりました。 新しいスケジュールされた
データロードタスクは、自動ロードより優先される場合、
ロードをスケジュールすることができます。 データは
「SSP-」 で始まる <SSP-generic、SSP-None、SSP-
Psoft、SSP-sap> の通常設定のソースシステムを使用し
てロードされるため、対象外のデータを削除する必要が
ある場合、「通常設定」のソースシステムで請求書および
注文書を削除することができるようになります。

新しいフィールドの追加、ロードスケジュールの制御、およ
び新しい削除処理の提供により、手動での操作が排除さ
れ、自動化が向上します。
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[P2P データを SV にロードします]
▪ 選択すると、Buying and invoicing のデータが DATA スキーマで Spend 

Analysis にロードされます

▪ これを使用すると、P2P データをロードする場合に手動での制御が可
能になります

新しいデータロードオプション

機能の概要
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通常の設定のソースシステム
▪ 通常の設定のオプションで、新しい種類のデータ削除を選択できる
ようになりました
– P2PInvoiceDeleteFromSV

▫ SourceSystemId  ソースシステム

▫ InvoiceId請求書 ID

▫ ExtraInvoiceKey 外部請求書キー

▫ InvoiceLineNumber 請求書明細番号

▫ ExtraInvoiceLineKey 請求書明細キー 2

▫ SplitAccountingNumber 請求書の分割会計明細番号

– P2PPODeleteFromSV

▫ SourceSystemId ソースシステム

▫ POId 注文書 ID

▫ ExtraPOKey 追加注文書キー

▫ POLineNumber 注文書明細番号

▫ ExtraPOLineKey 注文書明細キー 2

▫ SplitAccountingNumber 分割会計明細番号

▪ ソースシステムが含まれている必要があります

▪ 「未分類」の値を null で置き換える必要があります

▪ 最初のフルロードに削除が含まれないようにする必要があります

新しい「通常の設定」のシステムデータ
のロード
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請求書ファクト (Spend Visibility)

▪ 照合の状況

– Ariba Buying and Invoicing に由来します

– (.csv ファイルからの) 標準の請求書ロードには含まれま
せん

–レポート処理可能であり、エクスポート可能です

– aml.analysis.InvoiceAnalysis.csv の文字列 a498 

注文書ファクト (Spend Visibility)

▪ 状況の文字列

–将来的なフィールド (現時点では使用されていません)

– (.csv ファイルからの) 標準の注文書ロードには含まれま
せん

–レポート処理可能であり、エクスポート可能です

– aml.analysis.PurchaseOrderAnalysis.csv の文字列 a60

新しいフィールド 機能強化されたフィールド

請求書ファクト (Spend Visibility)

▪ フレックス次元 1

–これをエンリッチメントのヒントフィールドとして活用す
るために、SAP Ariba Buying and Invoicing の商品分
類データが自動的に挿入されます
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